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NGO 相談員出張サービス実施報告書 

 

作成日：平成 29年 2月 10 日（金） 

特定非営利活動法人 関西 NGO 協議会 

 

１． 企画名： 

「第 24 回ワン・ワールド・フェスティバル」での相談対応 

  （形態 相談応対サービス／複数団体による合同出張サービス） 

 

２． 実施団体： 

（特活）日本国際ボランティアセンター（JVC）  池田未樹 

（特活）アイキャン（ICAN）  井川定一／吉田文 

（特活）AMDA 社会開発機構  山上正道 

（公財）PHD 協会    坂西卓郎／上石景子 

（公社）日本国際民間協力会 NICCO  大豊盛重／福島美樹 

（特活）関西 NGO 協議会   榛木恵子／高橋美和子／谷川詩織 

  

３． 日時：平成 29 年 2 月 4 日（土）・5日（日）10：00～17：00 

当日シフト： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各ブースに相談員及び外務省プログラムチラシの配架・配布 

 井川（アイキャン）、高橋・谷川（KNC） 

2 月 4 日（土） 

10：00~12：30（2.5h） 坂西（PHD 協会） 

山上（AMDA） 

井川（アイキャン）チラシ配布 

12：30~14：30（2.0h） 

 

福島（NICCO） 

榛木（KNC） 

14：30~17：00（2.5h） 

 

池田（JVC） 

吉田（アイキャン） 

2 月 5 日（日） 

10：00~12：30（2.5h） 山上（AMDA） 

吉田（アイキャン） 

12：30~14：30（2.0h） 

 

上石（PHD 協会） 

池田（JVC） 

谷川（KNC）チラシ配布 

14：30~17：00（2.5h） 

 

大豊（NICCO） 

高橋（KNC） 
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４． 場所： 

   カンテレ扇町スクエア 1F 玄関前フロア 

   （大阪府大阪市北区扇町２丁目１−７） 

 

５．参加者： 

   相談対応人数 計 89 人（4日:52 人、5日:37 人） 

   相談対応件数 計 115 件（4日:70 件、5日:45 件） 

※イベント参加者総数 約 25,000 人 

 

６．実施報告： 

 

＜実施内容＞ 

 西日本最大の国際協力の国際協力イベントであるワン・ワールド・フェスティバルに

て、会場となったカンテレスクエア正面玄関フロアに「NGO 相談員ブース」を設営。全

国のNGO相談員でシフトを組み、開場時間を通して常時2～3人体制で、国際協力やODA、

NGO に関する質問・相談に対応した。 

 また、ブース付近を通行する不特定多数の来場者、北区民センターで出展する NGO ブ

ースには、NGO 相談員や外務省プログラムのチラシを配布し、相談員制度の広報、制度

活用の普及に努めるとともに、プログラム参加を促した。 

 二日間での相談員ブースを訪れた人数は、89 人に上り、相談件数は 115 件であった。 

 

＜所感＞ 

 本年度は、実施団体と協議の上、人通りの多い正面玄関フロアにブースを設営して相

談対応を実施したため、昨年度より多くの方に利用いただくことができた。NGO 関係者

に限らず、中学生を含む学生、教員、留学生や外国籍の方など、多様な層が相談員ブー

スを訪れる機会を提供し、本制度の普及に貢献できたと考える。 

 また、相談対応だけに終始するのではなく、相談員間で協力し、北区民センターでブ

ース出展している NGO や一般の来場者に対して、積極的にチラシを配布し、相談員ブー

スの活用を促した。そうした広報努力もあり、相談人数及び件数の増加につながったと

考える。 

 一方、正面玄関フロアのスペースは、本年度は申し込み団体がいなかったことから、

無料で出展することができたが、次年度以降、この場所を確保するのであれば、予算を

計上しておく必要がある。出展料の費用がかかったとしても、多くの来場者に本制度を

活用いただくためには、次年度も同じ場所で開催できることが望ましい。 

 

＜優良相談案件＞ 

【1】アメリカ留学中の大学院生 

相談者はネパールにインターンとして訪問を予定しており、現地の情報がほしい。 
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特にダリッド（不可触民）についての情報がなく、それらの持っている団体なども教え

てほしいとのこと。 

 対応した相談員の所属団体が 1990 年代前半からネパールにてダリッドへの支援を展

開しており、詳細な情報の提供を行った。また、ネパールから一時帰国しているスタッ

フがワン・ワールド・フェスティバルに参加しているので、紹介を行い現地の最新情報

も含めた情報提供を行った。 

 

【2】京都大学大学院生（留学生）、大阪大学大学院生からの相談 

 2 年前のワン・ワールド・フェスティバルで相談対応をした留学生が、NGO 支援のた

めのソーシャルビジネスを立ち上げ起業しており、NGO のニーズ、ファンドレイズ状況

について知りたいということで、再びブースを訪れた。起業の内容は、外食産業と協力

し、パーティーや大人数での会食の際、15～30 パーセントが指定の団体に寄付される『社

会貢献型ソーシャルダイニングサービス』であり、シンガポールなどほかのアジアの国

ではすでに成功している社会貢献ビジネスである。今後も継続して相談に対応する予定

である。 

 

７．別添（写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 







2017 年 3月 8日 

外務省 国際協力局 民間援助連携室長 殿 

   

 

ＮＧＯ相談員による出張サービス実施報告書 

 

認定特定非営利活動法人名古屋 NGO センター 

 

 

1．企画名 ：海外ボランティアを知ろう！～NGO って何をしているの？～ 

【形態：相談応対サービス・講演・セミナー・その他（     ）】 

２．出張者氏名：（特活）名古屋 NGO センター 堀江愛里 

３.催しの概況： 

・実施日：2017 年 2 月 5日（日）14：00～16：00 

・場 所：福井市総合ボランティアセンター研修室(福井市中央 1丁目 2-1 ハピリン 4階) 

・来場者数：27 人 

・概 要：福井市総合ボランティアセンターでは、ボランティア活動へのきっかけづくりとして、

今年度前期に連続講座「ボランティアアカデミー」を実施した。そこで、国際分野への関心が非常

に高かったことから、2月に表題のセミナーを実施することとなり、当団体への依頼が寄せられた。 

セミナーを通して、国際協力ボランティアへの疑問や不安を解消し、国際協力や NGO の理解者を広

げ、活動する人を増やすことを目的としセミナーを行った。 

 

４.実施内容：  

 以下の項目についてセミナー形式にて講演を行った。講演後、参加者から個別に質問を受け回答し

た。 

・NGO とは何か 

・中部地域 NGO の活動事例(設立の経緯とや現在までの活動内容) 

・海外での長期活動の事例紹介-青年海外協力隊 

・海外での短期活動の体験談-スタディツアー(ペルー・タンザニア) 

・国内での長期活動の体験談-インターン 

・国内での短期活動の体験談-ボランティア 

・学内の国際協力サークルでの活動 

・海外スタディツアーの魅力について（参加した体験から―カンボジア・インド・フィリピン） 

・参加者にも始めやすい活動について(書き損じはがき収集ボランティアなど) 

 

＜個別質問にて対応した主な相談内容＞ 相談対応件数：22 件 

・スタディツアーへの参加条件、費用など 

・NGO は資金繰りをどのように行っているのか知りたい。 

・政策提言活動は誰に対してどのような形で行っているのか。 

・継続して支援をしていくためのモチベーション維持について。 

・NGO を新たに立ち上げる際に必要なことや、苦労を教えて欲しい。 

・途上国を支援する際に、依存されず、自立を促すような支援をするためにはどのような方法・コ

ツがあるか。 

・NGO スタッフの仕事内容について詳しく教えて欲しい。 

・将来国際協力に携わりたいが、どのようなキャリアの積み方があるか。 

・フェアトレード活動について知りたい。 

・得意の英語を活かした活動はあるか。 



・留学中にできる国際協力活動はあるか。 

 

５．所感および効果： 

当初は学生を対象とした講座を予定していたが、あいにく模試受験や学校の試験期間と重なったた

め学生の参加者は少なかった。しかし多くの市民の方に参加していただき、参加者の年齢層としては

学生～高齢の方まで幅広く集まった。また、各参加者の国際協力への関心度や実際の参加度も様々で

あり、この講座で NGO の役割や活動を知り、今後国際協力について理解を深めていこうとしている方

もいれば、すでに NGO 活動を行っている方もいらっしゃった。そのため、セミナーでのレベル設定が

難しく、セミナー内容を物足りないと感じる参加者もいらっしゃったかもしれないが、講座後半の個

別質問にて対応できたように思う。 

 今回、福井市のボランティアセンターへの出張相談は初めてであったが、福井では国際協力に関す

る情報を得られる場所やセミナーなどがまだ少なく、国際協力に携わりたいと思っている市民が一歩

を踏み出せないでいることを実感した。今後このような機会をさらに増やし、ともに中部地域の国際

協力を盛り上げていきたい。 

 

以上 
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NGO 相談員出張サービス実施報告書 

 
 
１． 企画名：佐賀市の国際協力機関等への広報及びネットワーキング活動 

  【形態：相談応対サービス・講演・セミナー・その他（広報・ネットワーキング）】 

２．実施者：原田君子 （特活）NGO 福岡ネットワーク 

３．依頼元／主催等団体名：独立行政法人 国際協力機構国際協力推進員（佐賀）  

４．実施日時：平成 29年 2 月 21日（火）13 時 00分～18 時 00分 

５．実施場所：JICA デスク佐賀（佐賀市白山 2-1-12 佐賀商工ビル 1階）他計 3か所 

 

６． 実施報告： 

 

出張サービスで佐賀県内の NGO 活動や状況近況について伺って来ました。 

佐賀県の「佐賀 NGOネットワーク」について代表の大野さんから現在のネットワークの 

活動や組織形態などについても詳しく説明をしていただきました。活動はまだ緩やかな活

動を行い 2 か月に 1 度市民向けにネットワーク加盟団体から活動紹介と講座を企画して活

動中との事でした。 

 次に JICAデスクに伺い佐賀県内の NGO について聞かせて頂きました。法人化や活動が活

発な団体は幾つかは有るが知る限りの答えでは身近にあまり NGO 団体が居ないとの答えで

した。JICA デスクさんばかりに頼らず、自分の足を使って各県の施設などに向いどのくら

いの団体が存在をするのか本来は調査が必要ではないかと感じました。 

 最後に加盟団体である「認定 NPO 法人地球市民の会」を訪問しました。団体基盤として

展開する自主事業のお話しや活動状況など幅広い活動など躍動感あふれるお話を聞かせて

頂きました。 

 地域は地域の中で差を感じた出張でした。私たち NGO 相談員としてもっと地域に自ら出

向き NGO の発掘に本来はもっと動く必要性があるのではと感じましたが、現実には人とモ

ノと金が付いて回るため、現実と理想のギャップも感じました。しかし相談員の役目とし

て地域には地域の中で地道でも国際協力を伝え続け、自分たちで出来る範囲で出来る事で

努力を続ける必要があると思った出張でした。 

 
７.写真添付 
 

       

佐賀 NGO ネットワーク 認定 NPO 法人地球市民の会 



NGO 相談員出張サービス実施報告書 

 

１． 企画名：「途上国開発の最前線に迫る！〜共創的リーダーシップのススメ〜」 

２．実施者：今西浩明  

３．日時：平成 29年 2月 25 日（土）10:00-12:00 

４．場所：都立多摩図書館セミナールーム 2 国分寺市泉町 2-2-26 

５．参加者：アイセック一橋大学委員会メンバーを含む学生 24名 

６．実施報告： 

途上国の貧困問題の現状を把握し、様々なアプローチ方法について理解を深め、学生と

して各セクター（公的、民間、市民団体）と協働してどのように解決に貢献することが可

能かを考えるイベントが実施され、NGO 相談員は、市民団体からのパネラーの一人として

登壇した。まず団体、個人の自己紹介を行なった後、団体の強みを踏まえつつ他のセクタ

ーとの連携・協働事例について紹介した。さらに、学生との協働事例や今度の可能性など

について、具体的なアイデアなどについて紹介した。続いて、参加した学生が小グループ

（4 名づつ）に別れ、それぞれがどのような活動が可能かについて議論を行った。その際

には、議論を行っているグループを巡回しながら個別の質問にも対応した。 

最後に、参加全体で質疑応答の時間を持った。 

なお、公的セクターは JICA、民間セクターは（株）マザーハウスからそれぞれパネラー

が登壇し、学生との協働とそれに続くグループ討議はオックスファムからのスタッフがフ

ァシリテーターを担当した。 

７．所感： 

  NGO相談員がその経験などから具体的な事例などを紹介することにより、学生にとって

自分たち自身で考えることに有益なインプットになったと思う。質疑応答も、学生との連

携するにあたり、課題は何が考えられるか？学生に期待することは何か？など積極的なセ

ッションとなった。NGO側でも、学生との協働は必ずしも資金的に効率的ではない部分も

あるが、今後の国際分野への理解を深める目的のみに留まらず、より実践において学生な

ど若者との協働を考えていくべきと感じた。 

８．別添（写真） 

   

   参加者の様子    NGO 相談員のプレゼンの様子   質問に答える様子 
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